





























































































送電( 6 0 MW .±220 kV ，115feBケーブル）が完成した。この直流送電は，第２次世界大戦
のドイツの敗北により，設備・運転データのすべてがソ連に持ち去られた。戦後スウェーデｙ









　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）送電の電圧増強( 3 0 MW .15 0 ｋｖ）を行次ったスウェーデンと佐久間試験連系( 37.5 MW。
　　　　　　　　　　　　（３）１２５ｋｖ）を行なった日本であるが，本格的な直流送電は。イールリパー連系( 320 MW,
　　　　　　　　　　（４）８０ｋｖｘ２）のカナダが最初である。サイリスタパルプはそれぞれA S E A社，目立，東芝，











































































































































































































































































































































































































































































































































( 2. 1 )
･また，コトリーブランチの〔Ａｃ〕は，５～ｌｏのオンブランチの内トリーに用いたものの残り
をｊｋ……として, ( 2. 2 )式と々る。
〔ＡＣ〕＝
?????……????……????……????……????……』???????? ?












同様に部分ベクトルに分解して，ループ電流ベクトル〔I£〕及びループ行列とから( 2. 5 ) ,
－10－
( 2. 6 )式の関係がカ:!7たつ（キルヒホッフ第１おヽよび第２則Ｊ。
　　　　心づな卜ｔに卜（り







ヽまた，〔lb2〕と〔ｖb2〕については( 2. 8 )式が差りたつ。







??????????????????―??? ＝???????????????????????? ???????』????? ＝???????? ??
　最後ｒ上で求めた関係式( 2.5 )～{ 2.8 )を用いて，ループ電流I£を独立変数とする微







































































E2 = Ir - Ir































電　　　流 I (Amp.) ｉ＝Ｉ／ｌｎ
電　　　圧 Ｖ(Ｖ) ｖ＝Ｖ／ｖｎ
抵　　　抗 Ｒ(狗 ｒ＝Ｒ／ Rs ＝Ｒ･In/Vn
インダクタンス L(H) １＝Ｌ･２π／ｏ･In/Vn
キャパシタンス O(FJ ｃ＝Ｃ･２π／ｏ･Vn/ In






















































































































































































































































Ir Ii El E2 E3
Ｅ１







1.9 5 - 2.7 －Ｏ､５２ 5 8.3
E2
1.9 5 0.10 1.8 5 -0.16 ０ -0.17 ？
2.0 - 2.3 -0.28 ０ －O､39 １６２～１６７
E3




















































































































































































Id （附1.1 a )












































































































































































〔Qf〕t°〔lb〕゛0 ( 3.4 )
これはキルヒホッフ第１則を拡張したものでカットセットの電流の出入りを総和したものは
Ｏとなることを示す。これら〔Lf〕と〔Qf〕はトリーに対応する部分とコトリーに対応する
























〔lo〕＝〔Ｃ〕・六〔ｖｏ〕－〔Jo〕ヽまたは〔ｖｏ〕＝〔Ｅｏ〕 ( 3.10 )
　ここで〔Ｃ〕はキャパシタンスを要素とする正方行列〔JO〕，〔ＥＯ〕は電流源電圧源ベクトル。
以上( 3.9 )式おヽよび(3.10)式を基本関係式として解けばよいが，方程式２つに変数が４
つであるため, ( 3.7 ) ( 3.8 ;式を用いて( 3. 9 )式の〔ｖt〕，〔lt〕を消去する。先ず，
( 3.8 )式を( 3.9 )式に代入して, ( 3. 1 1 a )式が得られる。
－２９－
　　　〔ｖt〕＝－〔Ｌ〕・1（〔Ｑｏ〕゛･〔lo〕）－〔Ｒ〕･（〔Ｑｏ〕･〔lc〕j）－〔Ｅt〕　　( 3.1 1 a )













































































































































　　　）（t（ｐ･u.)゜ｘt（剛’S11／ Ｖr?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3･ 23 ）
＜直流リアタトル＞















































































第3.1表　交流フィルター定数( 1,000 MVA ，２７５kV ）















































































































































































220 OK ⑦強 ⑤ ⑤ ⑤ OK
２６° - OK ⑤ ⑤ ⑤ -


































２Ｚ／３ OK ⑦強 ⑤ ⑤ ⑤ OK
Ｚ／３ - OK OK ⑤ ⑤ -
















　Sc = 4５MVar ，９０MVar として転流失敗○有無を検討したものを第3.5表に示す。こＯ
第3.5表　並列コンデンサ投入位相Ｋ対する転流失敗
　　　　( Soの値を変えた場合，∂＝22°）






０ OK ⑦強 ⑤ ⑤ ⑤ OK
４５ ⑦ ⑤ ⑤ ⑤ OK ⑦強
９０ OK ⑤強 ⑤強 OK OK OK
註。第3.3表と同じ。
　表からSo= 4 5 MVar ではSo = 0 MVar の場合より発生確率は悪く次るが. Sc=9 0MVar






























































































　2.9 )式を（附2.2 )式に代入して，さらに（附2.4 )式を代入して次式が得られる。
（Ｃｏ十PosCsPos*)式･Vc =-Jc ―Pos Js―PclIl （附2. 10 )
同様に（附2.6 )(附2.8 )式を（附2.5 )式Ｋ代入して（附2.3 )のIPに関する式から
（附2.1 1 )式を得る。







　　基本式は，（附2.12 ) (附2.13)式と（附2. 6 ) (附2.7 )とに縮小される。














































Ｃurrent Regul ator ）を基本として，定電
力制御（ＡＰＲ: Automatic Power Regul -
ator )が行なわれており，逆変換器は定電圧
制御（ＡＶＲ: Automatic Vol tage Regul-
ator )t定余裕角制御（Ａ∂Ｒ : Automatic











































　　　ここで(Iil:｡゛－プ電流ベクトル, (E} = (ei.e2.e3.e4)：電圧源ベクトル，〔Ｌ〕
　　　= diag{j2i .ja-2.皿3.£4) .〔Ｒ〕= diag ( r1.r2.r3.r4) .〔£〕＝diag（£5………），
　　　〔ｒ〕= diag ( rg………) . & . rは各ブラｙチのインダクタンス，抵抗で，ｅは電圧源，サ
　　　フィッタスはブランチ番号である。
　この順・逆変換器の微分方程式は，第4.4図の５番以後のブランチのオン・オフ状態に応じて，
　変更して解くことになるが，オン・オフの決定は. ( 4.4 )式から計算するブランチ電流
　　〔lb〕と，制御信号とを用いる。










次に，これらの各相成分から. ( 4.6 )式に示す対称座標法によって，対称成分を求める。
?????????』??? ＝??? ?? ???????????? ???????〜????????
ここでla. Ib. Icはそれぞれ( 4. 5 )式の11k ｡ I2k. I3kに対応し, a = e
．２π
ＪＴ
( 4. 6 )
である。
　( 4. 6 )式は各高調波肌ついて適用しうるが，順・逆変換器には高調波フィルターが設置され
　ているものとし，理想的宏場合には基本波成分しか交流系統へ流出しないので，本解析では






























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●れているとすると，故障点電流の対称成分をIfi ，IF2 ，Ifo ，電圧の対称成分をVfi ，Vf2.













































　　次に交流送電線の故障中では. ( 4.8 )～(4.10)式の故障電流の対称成分Ifi ，IF2 ，
　IFoを故障条件に応じて求める。以下に１線地絡( lLG). 2線短絡( 2LS ), 2線地絡
　( 2LQ) . 3線地絡(3LQ)時の故障電流を求める。
　(I) 1 LG {故障条件:ＶＦ１十ＶＦ２十Vpo ― 0 , Ipi ―If2 ―Ifo )
　　　　　Ifi ― If2 ― Ifo
　　　　　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　　　　●　　　　●＝(〔Zqfi〕1{IGI}十〔Zdfi〕町{II}1}十{‰}〕)/(2Zfi十Ｚ。ｏ) (4.11)
(ii) 2 L s (故障条件:Vfi = Vf2 ， IFI＝－IF2 ， Ifo = 0 )
　　　　　●　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　　●　　　　　●Ifi If2 ― (ﾝ〔Zqfi〕町IGI}十〔ZI,。1〕t;〔(Idi}-{Id2}〕)／2Z。1
　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.12)
　　　　　IFo＝O　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●㈲ 2 LG (故障条件:ＶＦＩ〒Vf2 = Vfo ， IFI十IF2十Ifo= 0 )
　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　●
　　　　　Ifi=(〔Zqfi〕MiGll十〔Zdfi〕t (Idi〕)･Yfi － 〔ZdFi〕t〔ID2〕･Yf2
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　●If2 = -C〔ZqfiJMIgi}十〔ZnFi〕Midi I)・Yf2-〔Zdfi〕t〔ＩＤ２〕・Yfi
　Ifi =一Ifi － IF2
ここで, Yfi= (Zfo十Zfi)/( 2 ＺＦｏ十Zfi) Zfi
(4.13)
　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　　　●　　　　●　　　●ＹＦ２＝ＺＦｏ／（2Zfo 十Zfi) Zfi















































































Tc＝O､1 sec　　. Ted = 0.005 sec
定余裕角制御


































































































































































































　次に交流電圧Va Vb , Vcとidを’基本波成分ｖａ・ｖb・Ｖｃと平均値ldのみと考えると・
直流電圧平均値ｖdと交流電流実効値la Ib Icは，次式の様肥表わすことが出来る。
　　　　　　　　　　　　　　●　　＝　　　●　　ミ　　　●　　＝
Vd=Real (Va･Ｃａ十Vh ・Oh 十ｖｃ･Ｃｃ｝
●　　　●　　　　　　●　　　●　　　　　　●　　　●
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